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村越真のオリエンテーリング日誌 

Fast life, Slow life 

 
▲全日本リレーでは、白石島の藪とプランナーの舌戦にも助けられ、最速タイムをたたき出

す。しかし、その翌日…。年寄りの冷や水とはまさにこのことか！？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

とうとう倒れた！この際、な
にから何まで総チェックの
ドクターショッピング。否、
ドクターアウトレット状態。
MRI も 90%オフの 5000
円だ！ 
 
12 月 2 日 
この週末は、大阪 OLC の 30 周年記
念パーティー参加と平行してディレ
クター１級の講習会を行う。講習会で
の新しい参加者との出会いは、教える
中にも発見があり楽しみなものだが、
さすがに3週間続くとワクワク感より
も義務感が強くなる。ディレクター講
習会は参加がたったの 3名。講習会初
日は、実技試験の合間にジョグをして
いたが、頭痛のため 30 分だけ走った
ところでやめにする。大阪 OLC パーテ
ィーに参加していた愛場さんに相談
すると、「休むことやな」という素っ
気ない返事。 
大阪 OL の記念行事には、トレイル
の日本チャンピオン木島が参加。また
女性マラソンランナーとしてウェッ
ブで名を馳せている佐藤光子さんが
講演を聞きにきてくれた。単なる身内
の集まり以上の広がりを実感するこ
とができ、刺激を受ける。 
 
12 月 4 日 
講習会の参加者と大阪 OL のメンバ
ーは早起きして大会運営に出かけて
しまったが、僕はゆっくり起きて東京
での JOA の理事会に向かう。京都で久
保さんと落ちあって、今後の JOA の運
営について話をしながら東京に向か
う。「誰かが我慢していてはあかんの
や。参加者も楽しい。運営者も楽しい。
お互いハッピーじゃないと長続きせ
えへん」。組織の改革、大きな負債、
とかく目先のことに目を奪われがち
なときに、貴重なアドバイスであった。
JOA 理事会から帰って、夜 8km のジョ
グ。珍しく気分がよい。翌朝は 4:20
に起きてしまい、5時から仕事。 
 
12 月 15 日 
宮内と賤機山ハイキングコースの
ナヴィゲーション・チュートリアルの
取材に出かける。このチュートリアル

は、時間やチャンスがなくて読図講習
会に参加できないハイカーが、自習で
ナヴィゲーションや読図のポイント
を学習できるように作ろうというこ
とになったものだ。昨日の胸の痛みで
体調にはやや不安があったが、結構気
持ちよく走ることができた。 
 
12 月 18 日 
白石島へ。前日より胸の軽い違和感
があり、再び愛場さんに相談するが、
さしたる知恵も出てこない。土曜日夕
方のジョグは比較的気持ちよかった
が、当日は朝から気力がわかず、頭の
調子もよくない。ゆっくりアップをし
ながら、なんとか体が動くところまで
もっていく。レース中は地図への集中
力を欠き、それを維持するために莫大
な心的エネルギーが必要だった。途中、
インチキ緑の中をあがって、現在地ロ
ストしたときには、ほんの 15 秒くら
いのロスタイムだったのに、泣きたい
気分になった。今二つくらいの気分で
レースを終えたが、結果を見ると最短
コースながらベストタイム。アナウン
サーの山川が「最短コース」と強調す
るので、しゃくに障ってコースパタン
を取り寄せてしまった。同一区間でも
十分戦えている。 

12 月 19 日 
前日静岡に帰らず、豊橋に宿をとっ
た。早めに寝たせいか、寝起きはよい。
石原と待ち合わせ時刻の昼まで、駅の
コーヒー屋で原稿の執筆。飯田線に乗
るころから、頭の働きが低下している
ことに気づいた。方向感覚は、おそら
く自分が今どこにいるかどちらの方
向に動いているかを無意識のうちに
計算することによって維持されてい
る。その計算において海馬は重要な役
割を果たしているはずだが、その活動
が抑制されているようだ。ちょうど痴
呆老人のように、自分がどこにいるか
を見失ってしまいそうな不安感と不
快感に襲われた。石原と合流後もその
不快感は消えず、車の中でずっと横に
なっていた。雪のため作手にいくこと
はあきらめ、マックで打ち合わせをし
て、新城市の教育委員会に出向く。 
その後、岡崎で新帯氏も交えて打ち
合わせの最中、急に頭の底から湧いて
くる強い不快感に見舞われた。ほどな
く、普通に座っていることすらできな
くなり、机の上につっぷしてしまった。
左後頭部には強い違和感があり、その
まま救急車を呼んでもらって、病院収
容と相成った。 
結局なんでもなかったのだが、忙し
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▲MTB で新座を向かう途中に出会った、
武蔵野の風景に懐かしさを感じる。 
 

▲１月１日、将門塚詣で 

い新帯さんには9時まで付き合っても
らうし、しばらくの入院も覚悟して、
半月間の予定の指示を石原に告げ、チ
ャコにも付き添ってもらい、その晩は
岡崎のホテル泊まり（姉歯物件で有名
な岡崎第一ホテル：ただしイースト館
ではない。残念！）。 
前々から頻発していた頭痛のこと
も気になっていたし、冬休みには脳ド
ッグと思っていたので、静岡に戻って
MRI 検査を受けることにした。MRI を
取る患者というのは、かなり深刻な場
合もあるのだろう、看護婦さんがしき
りに元気付けてくれた。結局内科的に
はなんでもなかったのだが、その週は、
突然発作のように理由もないネガテ
ィブな感情がわきあがったり、朝から
全くやる気がなかったり。気分が優れ
ず、頭痛がしたり。これまでの不調の
総決算のような状況になった。 
さらに困ったことに、意図や計画を
司る前頭前野の活動が停滞している
のか、先のことが全く考えられない状
態になってしまった。前から怪しいと
思っていた「うつ」を疑った。あちこ
ちのウェッブで調べてみるが、問診項
目が悉く当てはまる。とりあえずは、
できることだけをして休むしかない
のだろう。 
 
12 月 23 日 
朝から不調でやる気なし。それでも
点々と仕事をしていたが、昼ごろ全く
パソコン仕事をする気が失せた。約 2
時間昼寝をし、その後 80 分の散歩。
散歩中やや頭の重さはあるが、気分的
には楽になった。夜も子どもとトラン
プをして過ごす。24 日は卒論指導で大
学に行ったが、指導以外はほとんどだ
らだらしていた。夜はゆっくりクリス
マスディナー。子どもとも遊んで、気
分転換。翌 25 日にも、複雑な仕事に
対するやる気は相変わらおきなかっ
たが、気分的にはややよくなる。しか
し新聞などでもしっかり読み込もう
とすると、頭痛は出る。 
うつの初期っていうのは、たぶんス
ポーツ障害のようなものだ。がんばれ
ば走れるような気がする。でも走ると
違和感を感じる。そして体にとっては
間違いなく悪く、また下手をすると悪
化し、本当に走れなくなってしまう。
僕の場合、頭を使うことは仕事でもあ
り、楽しいことだった。だから、それ
がうつでできなくなることは、ランナ
ーが走ることを禁止されたようなも
のだ。日常生活レベルで見たらまあ健
康といってもいい状況だろう。別に臥
せっているわけじゃない。だけど、ラ
ンナーだったらそれで満足はできな
いだろう。ランナーにとって健康って
いうのはオールアウトまで体を動か

すことができて初めて、言えることだ。
今の自分も日常生活レベルではなん
の支障もないが、ランナーがオールア
ウトするようなレベルで運動したい
と同じように、僕も徹底的に思考力を
働かせ、新しいものを生み出したい。
それは数ヶ月も先のことなのだろう
か？ いずれにしてもフォースト・ス
ロー・ライフだ。 
 
12 月 28 日 
 ｊｒ合宿初日。連休前は、全体を仕
切るような精神的に高い負荷の作業
に自信が持てず、尾上さん、カッシー
にわがままをいって仕切ってもらう
ことになった。ゆっくり過ごしている
せいか、だいぶ元気になった気がする。
それでも合宿の練習内容（つまり将来
の計画）を考えていると、危うく気分
が悪くなりそうだった。 
 
12 月 29 日 
 昨晩はジュニア合宿から 12 時すぎ
に帰宅。眠いのを我慢して石原の車に
乗ってかえってきたので、かえって興
奮してねつけなくなってしまった。朝
も興奮して 6:30 に目覚め、その後は
寝付けず、8:00 までだらだら。前頭葉
が久しぶりに活動していることがは
っきり分かる。先のこと、複雑な認知
作業をすることが全く苦ではなかっ
た。論文だって（簡単だが）文章だっ
て、ちゃんと見通しを持って書ける。
買い物に行きたい、何かをしたい！と
いう気持ちが久しぶりに現れた。やや
興奮気味の一日。 
 
12 月 30 日 
 静岡に越したころから、一度は自分
の力で東京まで戻ってみたかった。昨
年は雪で断念した。頭を休ませるべき
今、時間はたっぷりある。じっとして
いるのも気が滅入るし、東京までの距
離も決して気が滅入るほどのもので
はない。宮内を富士まで送って、その
後、富士から藤沢を目指す。最近の運
動量だと、道を間違え 200m も余計に
登ったせいもあって、箱根峠までの
800m のアップもかなりつらい。峠の最
後では泣きがはいった。くだりはそれ
ほど寒くなかったが、二宮から平塚ま
でがたいのいいロードレーサーと競
った反動で、辻堂でギブアップ。藤沢
まで一駅なのに、輪行とは情けない。
まあ6時間以上運動したのが１月半ぶ
りなので、当然だろう。翌 31 日は、
昨晩の不調が怖く、怖る怖るのスター
ト。市街地のせいもあり、15km 平均の
ペースでのんびり4.5時間かけて新座
へ。何が辛いって、尻の皮がむけたこ
と。胸の痛みはでなかったが、フィニ
ッシュ後、やや不調。 

 
１月１日 
 新座より、実家の品川まで MTB で走
る。最短ルートは山の手通り経由だが、
都心を経由してみる。内濠から日比谷
通りに入ろうと曲がると、偶然にも将
門塚があった。ビル街の中にあって、
祟りがあるので動かせないともいわ
れる将門塚だが、平安の革命児の塚前
を偶然通るなんて、正月早々縁起がい
い。 
 
1 月 3 日 
 夕方、ジョグをかねて新春オリエン
テーリング三味のため、船越堤公園に
テープ巻きに出かける。 
 
1 月 7 日 
 ここ数年廃れていた久能山への初
詣ランを、チャコが仕掛けて復活させ
た。久能山下まではジョグ。最後は
1159 段（いちいちご苦労さんという語
呂合わせがある）の階段でいっきに
110m の標高差を登る。「ここは当然競
争だろう！」と学生を煽って、競争と
なる。先行する李を我慢してとらえ、
鼻の差で勝つ。5 年ぶりくらいに気管
支が苦しくなるペースで走った。 
 翌 8 日は、新春オリエンテーリング
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▲オリエンテーリング三味：美味 

▲同「珍味」は体育館の中でのオリエンテーリ
ング。アリーナに入った途端に難しいルートチ

ョイスを要求されて立ちすくむ参加者。 

三味。船越堤で市民も交えた通常のオ
リエンテーリング大会を行ない、その
後、静大に舞台を移してスプリント、
そして本邦初公開？のジムホール O。
体育館に作った迷路でのオリエンテ
ーリング。地図とコースを任せたロブ
も、ノリにノって準備してくれた。 
 
1 月 11 日 
 循環器科を受診。前から一度やりた
かったホルター検査（一日中心電図計
をつけて、心臓の動きをモニターする
検査）。心電図計をつけていると、風
呂にもシャワーにも入れないが、せっ
かくなので走って帰る。久しぶりに頭
清明の一日。 
 
1 月 14 日 
 トレイルランの調査に、作手に出向
く。雨で走れないが、山の中を傘を差
しながらコースの一部をチェック。北
斜面は雪の中なのに、時々暖かい空気
が流れてくる。森の力だろうか。ドラ
イブでやや疲れるが、辛いことはなか
った。雨上がりの夕方本宮山の麓を走
り、名古屋での WOC 後始末ミーティン
グに出かけ、夜遅く帰宅。 
 
1 月 15 日 
 6 日に精神科の医者に週１日は予定
のない日を入れてくださいといわれ
ながら、それ以来初めてかつここ１月
で唯一の家にいられる休日。これまた
超久しぶりに日本平山頂までのジョ
グ。朝から眠気はあり走り始めはやや
頭重かったが、深刻なものではなく、
気分が向いて 90 分を超えるジョグと
なった。 
 
1 月 18 日 
 東京で JOA の予算編成作業。予算編
成でやや興奮気味で、睡眠不足。翌日
は日本レクリエーション協会で、野外
活動指導者の今後について文科省の
課長補佐より強い指導を受ける。指導
員養成案は練り直しだぜ。 
 
1 月 25 日 
 23 日、24 日と最近としてはハード
なトレーニングをした。24 日は前日の
疲れが残っていたのか、明らかに体が
疲れていた。途中では飯ばてでほとん
ど歩くくらいのペースで走る。その二
日間のつけがでたのか、午後からやや
体調悪く、16 時には床につく。夜 38.9
度まで発熱。翌日は朝 37 度程度まで
下がり、大学へ。のども鼻も痛くはな
かったので、単なる過労だろう。 
 
1 月 28 日 
 発熱で調子が悪いのをいいことに、
アシスタントの石原が貸してくれた

ナウシカ７巻を読み始め、この日読了。
前から頭に浮かんでは消えていたオ
リエンテーリングを漫画にするシナ
リオが強烈に書きたくなった。 
 
1 月 30 日 
 昨年9月から関わっていたアウトド
ア関係のウェッブコンテンツ作りの
最終会議を五輪センターで行った。主
管をしている日本アウトドアネット
ワークの代表佐藤さんは、国際自然大
学校の代表でもあり、三重の全日本時
には、研究協議会で講演もしてくれた
人だけに、オリエンテーリングの事情
もよく知っている。こちらは立場上
「講師」なのだが、しっかり焼きを入
れられてしまった。その日は五輪セン
ターに泊まり、翌日は日本山岳協会の
事務局を訪ねる。「国体の登山競技に
オリエンテーリングを種目で入れま
せんか？」という、相手からしたら
「？」と思うような話をノーアポで持
っていったのだが、事務局の人が丁寧
に対応してくれた。結果として現時点
では「難しいだろう」ということだっ
たが、普及面では協力して何かできそ
うだ。「はっきりいって、うちは指導
のノウハウがない」「（読図・ナヴィ
ゲーション）スキルは絶対必要」とい
った言葉に、今後のコラボレーション
の可能性を感じた。山の専門家である
彼らにないものを、私たちは間違いな
く持っている。自分たちがそれに気づ
き、磨きをかけること。それができれ
ば、「マイナー」であることに何の支
障もない。むしろマイナーであればあ
るほどプラチナのような価値が出る
だろう。 
相手が難しいと言えばいうほどに、
この方向性は間違っていないように
思える。 
 
2 月 3 日 
19 時ごろからジョグを始めると、学
内であかねちゃんが走っていた。「今
日はゆっくり汗かくくらいに走ろう
と思っています」というが、けっこう
いいペースで走っている。合流して、
学内３周を一緒に走る。 
 
2 月 4 日 
ブランチの後、久しぶりの地図読み
走。しばらく、地図を読む（つまりこ
れも先を計画することだ）は、想像す
るだけでも、気分が悪くなったが、こ
の日は地図を読むことは全く苦にな
らなかった。 
午後から、東京の筑波大社会人大学
院に出かける。昨年の WOC の時、ここ
の院生がスポーツイベント論実習の
レポートでWOCを取材してくれたのだ。
その発表が行なわれるという連絡を

聞いて、部外者の目から見た WOC を知
りたくて出かけた。3 人のメンバーの
うち 2名は現職の行政マン、もう一人
はイベント会社の現職である。「普及
の方向性の誤り」「地域との連携不
足」「見る側へのサービス不足」など、
厳しい指摘が相次ぐ。万博とのパート
ナーシップも、分かっているとは言え、
辛口の評価だった。こんなに厳くかつ
充実した意見が聞けるなら、もっと多
くのオリエンティアに見学を促すの
だった。彼らと夕食をともにしたあと、
静岡に帰宅。 

（村越 真） 


